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天
満
橋
で
試
写

映
画
「
校
庭
に

東こ

風ち

吹
い
て
」

府交渉11月に実施

「もんじゅ」、再処理中止を

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
学
ぶ

今
次
改
定
で
社
保
講
習
会

大阪府に要望書提出

脱原発を求め 意見広告 募金呼び掛け

高
氏
が
症
例
も
と
に
解
説

平
尾
社
保
副
部
長
が
解
説

講
演
す
る
平
尾
清
司
氏　
　

＝
８
月
20
日
、
河
内
長
野
市

歯
科
医
療
現
場
の
声
集
め

歯
科
医
療
現
場
の
声
集
め

北部東部地区

南河内地区

　

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
、
16
年
度
の
応
接
項
目
で

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
口

腔
衛
生
の
改
善
を
目
指
す
要

望
を
交
渉
項
目
の
柱
に
据
え

た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
は
現
在
、
通
院
就
学

前
で
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
協
会
は
、
中
学
卒
業
ま

で
助
成
す
る
よ
う
要
望
す
る

　

大
阪
市
北
部
東
部
地
区
は

学
術
講
習
会
『
歯
科
金
属
ア

レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
―
経
験

し
た
１
０
０
０
症
例
か
ら
わ

か
っ
た
こ
と
』
を
７
月
31
日

に
開
き
、
64
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
生
野
区
開
業
の

高
永
和
氏
が
務
め
た
。

　

高
氏
は
、
金
属
ア
レ
ル
ギ

ー
と
歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
金
属
ア
レ
ル
ギ

ー
は
金
属
に
触
れ
て
い
る
部

分
が
腫
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

皮
膚
炎
と
し
て
Ⅳ
型
（
遅
延

型
）
ア
レ
ル
ギ
ー
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
を
紹
介
。

　

そ
の
上
で
、
歯
科
金
属
ア

レ
ル
ギ
ー
は
口
腔
内
の
金
属

が
口
腔
粘
膜
や
消
化
管
か
ら

吸
収
さ
れ
た
後
、
血
行
性
に

全
身
に
運
ば
れ
、
到
達
し
た

部
位
で
汗
な
ど
を
介
し
て
炎

症
反
応
を
起
こ
す
全
身
性
接

触
皮
膚
炎
で
あ
る
と
解
説
し

た
。

　

口
腔
内
に
発
症
す
る
こ
と

が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

「
経
口
免
疫
寛
容
と
い
っ
て

口
腔
内
や
消
化
管
の
粘
膜
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
接
す
る

た
め
に
防
御
反
応
が
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
の

診
断
に
つ
い
て
、
問
診
、
パ

ッ
チ
テ
ス
ト
、
リ
ン
パ
球
幼

若
化
試
験
等
を
紹
介
し
、

「
原
因
金
属
を
除
去
し
て
も

症
状
が
改
善
し
な
い
の
は
、

イ
ン
レ
ー
を
除
去
し
た
部
分

に
ま
だ
そ
れ
以
前
の
治
療
痕

で
あ
る
ア
マ
ル
ガ
ム
が
残
っ

て
い
た
り
、
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ク
ラ
ウ
ン
が
考
え
ら
れ
る
」

こ
と
を
強
調
し
注
意
を
促
し

た
。

 

（
北
区
・
中
島
勇
人
）

の
疑
義
解
釈
を
踏
ま
え
て
て

い
ね
い
に
解
説
し
た
。
13
人

が
参
加
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
歯
管
の

文
書
提
供
、
エ
ナ
メ
ル
質
初

期
う
触
管
理
加
算
と
Ｆ
局
の

違
い
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅰ
）
と

（
Ⅱ
）
に
入
る
前
の
歯
周
病

検
査
の
算
定
な
ど
実
際
の
診

療
現
場
で
生
じ
た
疑
問
や
質

問
が
出
さ
れ
た
。

　

南
河
内
地
区
は
、「
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
２
０
１
６

年
４
月
版
」
を
テ
キ
ス
ト
に

社
保
講
習
会
を
８
月
20
日
、

ノ
バ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
会
議
室

（
河
内
長
野
市
）
で
開
い

た
。
改
定
内
容
を
中
心
に
点

数
算
定
の
ル
ー
ル
や
カ
ル
テ

記
載
に
つ
い
て
社
保
研
究
部

の
平
尾
清
司
氏
が
現
時
点
で

と
同
時
に
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
経
済
的
な
不
安
な
く
受

診
で
き
る
よ
う
、
窓
口
負
担

の
無
料
化
と
所
得
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
い
る
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
改

革
で
計
画
さ
れ
て
い
る
患
者

負
担
増
を
取
り
止
め
、
府
民

が
お
金
の
心
配
な
く
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
窓
口
負

担
、
所
得
制
限
を
な
く
す
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

協
会
の
学
校
歯
科
調
査
で

は
、
府
下
の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
歯
科
治
療
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒

の
受
診
状
況
を
調
査
・
把
握

し
、
未
受
診
と
な
っ
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

児
童
・
生
徒
が
確
実
に
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
教
育
委

員
会
や
学
校
へ
の
指
導
・
援

助
を
強
め
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

　

口
腔
保
健
条
例
の
制
定
を

昨
年
、
一
昨
年
に
続
き
求
め

る
。
ほ
か
に
、
▽
国
保
広
域

化
で
の
保
険
料
の
標
準
化
で

の
保
険
料
の
引
き
上
げ
反
対

▽
指
導
審
査
の
改
善
―
―
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
団
体
は
「
意
見
広
告

市
民
の
会
」
で
、
呼
び
か
け

人
に
は
音
楽
家
の
坂
本
龍
一

氏
や
音
楽
評
論
家
の
湯
川
れ

い
子
氏
、
作
家
の
瀬
戸
内
寂

聴
氏
な
ど
が
名
を
連
ね
る
。

一
口
当
た
り
団
体
５
千
円
、

個
人
３
千
円
。
問
い
合
わ
せ

０
７
２
―
８
４
３
―
１
９
０

４
（
同
会
）。

振
込
は
左
記
ま
で

郵
便
振
替　

口
座
番
号
０
０
９
３
０
―
５
―
３
５
４
８

加
入
者
名　

意
見
広
告
市
民
の
会

　

映
画
「
校
庭
に
東
風
吹
い

て
」
の
試
写
会
が
、
９
月
９

日
（
金
）
午
後
２
時
、
４
時

30
分
、
７
時
か
ら
ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
天
満
橋
）
で
行
わ

れ
る
。
映
画
は
場
面
緘
か
ん
も
く
し
ょ
う

黙
症

の
少
女
や
貧
困
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
の
困
難
に
寄
り
添
う

女
性
教
師
の
成
長
を
描
く
。

出
演
・
沢
口
靖
子
ほ
か
。
前

売
り
１
２
０
０
円
、
シ
ニ
ア

千
円
。

め
る
市
民
団
体
が
毎
日
新
聞

に
意
見
広
告
を
の
せ
る
た
め

の
賛
同
金
を
募
集
し
て
い

る
。
今
秋
の
同
紙
全
国
版
へ

の
全
面
広
告
掲
載
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
必
要
経

費
は
６
４
０
万
円
。
紙
面
に

は
賛
同
団
体
、
個
人
名
を
掲

載
す
る
（
匿
名
希
望
を
除

く
）。

　

高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん

じ
ゅ
」
の
廃
炉
と
使
用
済
み

核
燃
料
の
再
処
理
中
止
、
全

国
の
原
発
再
稼
働
の
中
止
を

求
め
よ
う
と
、
脱
原
発
を
求

おおさか医科歯科九条の会 10周年記念イベント

【講演】
桑原征平さんが語る「憲法と報道の自由」
【文化企画】
古謝美佐子さんが歌う沖縄

とき　11月３日（木・祝）
　　　午後３時～午後５時30分

会場　エルおおさかエルシアター
参加費　無料 ※要事前申し込み
申込み　℡06－6568－7731　おおさか医科・歯科九条の会

近畿反核医師懇談会　市民学習会

戦場取材からみたIS、イラク、シリアの現状
－核兵器廃絶の展望にもふれて－

日　時　10月23日（日）14：30～17：00　開場14：00
会　場　Ｍ＆Ｄホール（大阪府保険医協同組合会館５階）
講　師　西谷文和氏（フリージャーナリスト）
特別報告　冨田宏治氏（関西学院大学教授）
　　　　「IS問題と核兵器廃絶の展望」
申し込み　℡06－6568－7731（歯科協会）

西谷文和氏

冨田宏治氏

　「報道ステーション」等でおなじみのジャーナリストの西谷文和氏が、IS
（Isramic State）が台頭しているイラクやシリアの現地取材に基づく最新情報を
映像も交え講演。特別報告では、冨田宏治氏が核兵器廃絶の展望についてかたる。

　

歯
科
医
療
現
場
の
声
を
大
阪
府
に
届
け
よ
う
と
、
協
会

は
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
や
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
充

実
、
指
導
・
監
査
の
改
善
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
こ
の

ほ
ど
、
大
阪
府
の
松
井
一
郎
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
。
要

望
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
や
国
保
料
の
引
き
上

げ
に
繋
が
る
府
内
標
準
化
な
ど
13
分
野
92
項
目
。
要
望
内

容
の
実
現
を
目
指
し
て
、
11
月
10
日
に
府
と
交
渉
す
る
。

も
ん
じ
ゅ
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル　

原
発
の
運
転
で
増
え
続
け

る
使
用
済
み
核
燃
問
題
の
「
解
決
」
策
と
し
て
、
政
府
や
電

力
会
社
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
取
り
出
し
、
再
び
燃
料
と
し
て
使
う
「
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
」
を
目
指
し
て
き
た
。
し
か
し
、
青
森
・
六
ケ
所
村
の
再

処
理
工
場
は
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
稼
働
で
き
ず
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
燃
や
す
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
も
運
転
停
止

中
。
も
ん
じ
ゅ
に
は
１
兆
円
超
の
税
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た

が
、
実
用
化
の
め
ど
が
た
た
な
い
。

参加費
無料

豊富な臨床経験にもとづ
いて解説する高氏＝７月
31日、Ｍ＆Ｄホール　　

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

子
ど
も
医
療
費
拡
充
を

富
田
林
市
・
中
村
理
事
が
訴
え

　

大
阪
社
保
協
が
８
月
５
日

に
富
田
林
市
で
取
り
組
ん
だ

大
阪
社
保
協
の
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
に
、
中
村
新
太
郎
理

事
（
富
田
林
市
開
業
）
が
参

加
し
、
子
ど
も
医
療
費
の
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
訴
え

た
。

　

富
田
林
市
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
は
、
現
在
中
学

校
卒
業
ま
で
。
中
村
理
事

は
、
協
会
の
学
校
歯
科
調
査

（
２
０
１
５
年
）
を
示
し

て
、
歯
科
検
診
で
要
受
診
と

さ
れ
た
同
市
内
の
高
校
生
の

う
ち
実
際
の
受
診
数
が
約
14

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
実
態

を
紹
介
。
経
済
的
な
心
配
を

せ
ず
に
す
べ
て
の
子
ど
も
が

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

同
制
度
の
拡
充
を
訴
え
た
。

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

「
悪
徳
歯
科
医
」
を
見
抜
く

／
週
刊
ポ
ス
ト

　
『
週
刊
ポ
ス
ト
』９
月
９
日

号
は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い

歯
科
治
療
第
８
弾
と
し
て
、

「『
悪
徳
歯
医
者
』
を
見
抜
く

『
逆
問
診
マ
ニ
ュ
ア
ル
』」
の

大
見
出
し
で
特
集
。「
い
い
歯

医
者
」「
悪
い
歯
医
者
」
の
分

岐
点
と
し
て
、
保
険
診
療
で

「
早
く
」「
安
く
」患
者
を
こ
な

す
の
は
「
悪
く
」、マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
と
ラ
バ
ー
ダ
ム
で

根
管
治
療
に
取
り
組
む
歯
科

医
は「
よ
い
」な
ど
と
解
説
。


